
江別市

江別市地域公共交通活性化協議会

○地域公共交通の課題
・市内の鉄道駅や新さっぽろといった交通結節点への速達性向上と乗り継ぎの改善
・需要に応じた適切な運行サービスの設定
・広域分散となっている農村地域の小需要に対応した地域の足の確保
・冬期の通勤・通学需要への対応
・通学や通院等を目的とする足の確保

○計画推進事業の主な内容
・公共交通マップの作成･印刷
・乗り方ガイドの印刷
・ニューズレターの印刷
・網形成計画に定められている目標等の効果検証のための調査
・協議会開催

○地域公共交通の現況
・ＪＲ函館本線（大麻駅、野幌駅、高砂駅、江別駅、豊幌駅）
・ジェイ・アール北海道バス
・北海道中央バス
・夕張鉄道（夕鉄バス）

江別市は、石狩平野の中央に位置し、人口118,969人（平成30年12月1日現在）を擁する道央圏で札幌市に次ぐ規模の街である。全体的に平坦な地
形で、総面積は187.38平方キロメートル。鉄道や充実した道路網により道内の主要都市と結ばれているほか、空・海の玄関口である新千歳空港や石
狩湾新港にも近く、恵まれた立地条件である。また、市内には日本三大河川の一つである石狩川が流れ、野幌森林公園があるなど、自然環境にも恵
まれている。
公共交通に関しては、市内を運行する路線バスの輸送人員が、平成18～28年の10年間で約112万人（2割強）減少し、バス路線の維持が難しい状況
となったことから、平成30年6月に江別市地域公共交通網形成計画を策定し、これに基づき事業を推進している。

概 要

平成28年8月10日設置

○地域公共交通活性化協議会開催状況
6月27日 第1回協議会を開催
・地域公共交通網形成計画（案）及び地域公共交通再編実施計画（案）について
・地域内フィーダー系統確保維持計画（案）について
9月27日 第2回協議会を開催
・江北地区における新たな交通手段の検討状況について
・バス路線再編について
11月13日 第3回協議会を開催
・江別市地域内フィーダー系統確保維持計画の認定について
・江北地区におけるデマンド型交通の実証運行について
3月26日 第4回協議会を開催 【予定】
・江北地区におけるデマンド型交通実証運行事業の実施状況について
・夕張鉄道株式会社のバス路線廃止に係る申し出について



平成○○年○月○○日設置
江別市地域公共交通活性化協議会 計画推進事業の取組状況

・公共交通マップ・乗り方ガイドについては、利用者の意見等を踏まえて年度ごとに更新し、公共施設等において配布するとともに市公式ＨＰにおいて
公開する。ニューズレターについては、今後も、バス路線の経路変更等を行う際に、必要に応じて作成し、市広報誌への折り込み配布等を行う。
・網形成計画の計画期間中、計画の達成状況の評価を行うため、年度ごとに運行事業者の乗降データを集計・分析する。
・網形成計画の達成状況の評価を行い、必要に応じて、利用者ニーズ等に合わせたバス路線のさらなる見直しや印刷物の作成・配布等による情報
発信など、利用促進策の強化を行うため、年に数回協議会を開催する。

●計画推進事業の今後の改善点

・利用者の利便性向上のため、公共交通マップを作成し、市広報誌に折
り込み配布したほか、転入者への配布、公共施設等における配布を
行った。
・利用者の利便性向上のため、路線バスの乗り方ガイドを作成し、市広
報誌に折り込み配布したほか、転入者への配布、公共施設等における
配布を行った。
・平成30年10月に行った市内バス路線の再編を周知するため、ニューズ
レターを作成し、市広報誌に折り込み配布したほか、自治会回覧、転入
者への配布、公共施設等における配布を行った。
・平成30年10月に行った市内バス路線の再編に関する効果検証を行う
ため、運行事業者の乗降データの集計・分析を行っている。
※年度内完了予定
・計画に基づく事業評価を実施するための協議会等を実施する。
※未実施（翌年度に実施予定）

●計画推進事業の結果概要

「公共交通マップの作成･印刷」、「乗り方ガイドの印刷」、「ニューズレ
ターの印刷」については、計画どおり適切に実施されたほか、「網形成
計画に定められている目標等の効果検証のための調査」については、
現在実施中で年度内に完了予定である。

【未実施事項の今後の予定】
当初、「網形成計画に定められている目標等の効果検証のための調
査」の結果を、江別市地域公共交通活性化協議会及び専門委員会にお
いて平成30年度中に報告し、達成状況の評価を行うことを予定していた。
しかしながら、協議会日程等を調整した結果、平成30年度中に協議会
において網形成計画の達成状況の評価を行うことが困難となったことか
ら、平成31年度に開催する協議会及び専門委員会において、当該評価
を行うこととする。

●計画推進事業実施の適切性

・計画に基づく事業評価を実施するための協議会の開催が日程等を調整した結果、平成３０年度内に協議会を開催することが
困難となったが、計画を推進する上でデータによる状況把握・検証等は大変重要である。新年度に協議会を開催しデータ等に基
づく事後評価の着実な実施を期待する。

・公共交通マップ、乗り方ガイド及びニューズレターについては、今後とも利用者や配布先の声を反映させ、利用者目線に立った
わかりやすい情報提供となっているかなどの継続した評価・検証が必要である。

●地方運輸局における二次評価結果


